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寒
冷
を
越
え
て
春
の

気
配
が
整
い
、
い
よ
い

よ
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
、

い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
災
禍

は
依
然
拭
え
ま
せ
ん
が
、

マ
ス
ク
着
用
や
手
指
消

毒
な
ど
基
本
的
な
感
染

対
策
を
徹
底
し
、
一
致

団
結
し
て
こ
の
難
局
を

乗
り
越
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
県
議
会
で
は

第
３
５
７
回
定
例
会
を

２
月
16
日
か
ら
開
会

し
、
延
べ
43
日
間
の
審

議
を
経
て
、
脱
・
コ
ロ

ナ
禍
に
向
け
た
地
域
経

済
の
活
性
化
に
重
点
を

置
い
た
令
和
４
年
度
県

当
初
予
算
な
ど
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
を
め
ざ
す

た
め
の
「
県
政
改
革
方

針
」
も
と
り
ま
と
め
て

承
認
。
県
庁
舎
等
再
整

備
事
業
な
ど
大
型
投
資

を
一
旦
凍
結
し
、
58
事

業
を
見
直
し
・
廃
止
す

る
も
の
で
、
収
支
不
足

額
４
４
０
億
円
の
う
ち

令
和
４
年
度
県
当
初
予
算
を
可
決

令
和
４
年
度
県
当
初
予
算
を
可
決

約
３
０
０
億
円
分
を
改

善
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
県
庁
舎
の
老

朽
化
や
耐
震
基
準
の
問

題
は
先
送
り
さ
れ
た
ま

ま
で
、
職
員
の
安
全
対

策
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
財
政
の
健
全
化
が
見

通
せ
た
段
階
に
再
検
討

が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
予
算
は
一
般
会

計
２
兆
３
８
３
３
億
円
、

特
別
会
計
と
公
営
企
業

会
計
を
合
わ
せ
た
総
額

は
４
兆
２
４
８
２
億
円

を
計
上
。
過
去
最
大
と

な
っ
た
令
和
３
年
度
に

次
ぐ
規
模
で
す
が
、
一

般
会
計
は
中
小
企
業
へ

の
融
資
目
標
額
を
引
き

下
げ
た
こ
と
な
ど
が
影

響
し
、
前
年
度
比
で
３

４
７
１
億
円
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
定
例
会
の

冒
頭
に
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
第
６
波
の
対
応
や

緊
急
的
な
経
済
対
策
を

盛
り
込
ん
だ
令
和
３
年

度
２
月
補
正
予
算
を
可

決
し
、
す
み
や
か
に
執

行
し
ま
し
た
。
自
宅
療

収
支
不
足
額

の
解
消
へ

大
型
投
資
見
直
し
も

加古郡消防協会出初式。日頃の使命
感、団結力に感謝致します（1月9日）

養
者
や
濃
厚
接

触
者
へ
の
24
時
間

体
制
の
相
談
窓
口

設
置
、
コ
ロ
ナ
収

束
後
の
宿
泊
割
引

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

再
開
な
ど
も
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。

岡　

人
工
島
の
新
島
は

４
千
人
を
超
え
る
出
入
り

が
あ
る
が
、
ア
ク
セ
ス
は

県
道
東
播
磨
港
線
の
播
磨

大
橋
だ
け
で
災
害
時
に
避

難
で
き
る
の
か
と
心
配
の

声
が
あ
る
。
新
島
地
域
の

企
業
で
構
成
す
る
新
島
連

絡
協
議
会
か
ら
災
害
時
の

避
難
経
路
を
複
数
に
し
て

欲
し
い
と
の
要
望
が
加
古

川
土
木
事
務
所
に
出
さ
れ

た
が
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

県
当
局　

老
朽
化
対
策

と
し
て
橋
桁
の
ひ
び
割
れ

等
の
補
修
工
事
も
完
了
し

十
分
な
安
全
性
を
有
し
て

い
る
。
災
害
時
に
播
磨
大

橋
が
通
行
不
能
に
な
っ
て

も
旅
客
船
協
会
と
の
協
定

を
播
磨
町
と
連
携
し
て
適

切
に
運
用
す
る
こ
と
で
解

消
し
た
い
。

断
し
な
い
高
架
構
造
と
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
検

討
し
た
い
。

▲ 土山交差点の一角の用地買収の合意
が得られました

▲ 湊川隧道を視察。定期的に一般
公開されています（1月12日）

▲ 第357回定例県議会で一般
質問に登壇しました（右に
詳報）（2月24日）

▲ 新島連絡協議会会長と加古川
土木事務所に要望に行きました
（2月2日）

天
満
南
小
学
校
前
に
念
願
の

信
号
が
つ
き
ま
し
た（
1
月
31

日
）

◀

岡
つ
よ
し
が
県
議
会
一
般
質
問
に
登
壇

新
島
の
複
数
ア
ク
セ
ス
要
望
ど
う
対
応

播
磨
臨
海

地
域
道
路

稲
美
町
内
に
Ｉ
Ｃ
の
設
置
を

保
育
所
等
の
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
配
置
は

３
年
継
続
す
べ
き

岡　

播
磨
臨
海
地
域
道

路
で
は
稲
美
町
内
で
の
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置

と
、
道
路
構
造
は
土
盛
り

で
は
な
く
高
架
橋
に
し
て

環
境
へ
の
配
慮
な
ど
を
要

望
し
て
い
る
。

県
当
局　

Ｉ
Ｃ
の
設
置

は
、
主
要
幹
線
道
路
・
港

湾
と
の
接
続
、
沿
線
市
町

の
中
心
部
と
の
接
続
等
を

考
慮
す
る
こ
と
、
さ
ら
に

構
造
形
式
は
、
地
域
を
分

岡　

発
達
障
害
児
等
の

保
育
所
等
へ
の
受
入
れ
支

援
で
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配

置
事
業
は
県
の
全
施
設
に

単
年
度
補
助
す
る
計
画
だ

が
、
３
年
は
継
続
し
て
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

県
当
局　

３
年
間
か
け

て
、
３
分
割
し
て
全
保
育

所
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
派

遣
す
る
こ
と
で
調
整
し
た

い
。
そ
の
効
果
も
考
慮
し

県
が
先
行
実
施
す
る
。

岡
つ
よ
し
県
会
議
員

岡
つ
よ
し
県
会
議
員
のの

       
       

フ
ォ
ト
・
レ
ポ
ー
ト

フ
ォ
ト
・
レ
ポ
ー
ト
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　令和４年度県当初予算の一般会計は、
2 兆 3833 億円を計上。歳入で、県税は
前年度から 1088 億円増となる 8735 億円
を確保。地方交付税は 3866 億円と前年
度比で 19.4％減額しました。
　歳出は、行政経費が 1 兆 2514 億円。

　今回の当初予算では、新型コロナ対策
を最優先課題に設定。最大 1400 床の病
床確保が可能な空床補償予算を充て、宿
泊療養施設や酸素供給装置の確保など第
６波の対応に全力を注ぎます。
　重点施策は、「新たな価値を生む経済
の構築」「安全安心社会の先導」「未来を
創る人づくり」「個性を磨く地域づくり」
「県政運営の改革」の５本柱を設けまし
た。新規事業で「ＳＤＧｓ未来都市」の
認定に向けた計画策定、近隣の府県と連
携を広げる新たな観光戦略づくり、船上
での会議スタイル「クルージングＭＩＣ
Ｅ」の実証実験などを打ち出しています。

投資的経費は 1811 億円で、県政改革方針
による見直しで県単事業を含む普通建設事
業費が 142 億円縮小しました。
　借金である県債の残高は 4兆 9186 億円。
震災関連の県債残高は約 2158 億円と依然
高い水準にあります。

地方交付税等
16.2％

県税等
36.7％

国庫
支出
金

10.7％

諸収入
30.8％

県債（臨時財政
対策債を除く）
4.4％

その他

【歳入】

議会費
0.1％（0.1％）その他

警察費
5.7％
（5.1％）

公債費
11.3％

（11.5％）
教育費
15.3％

（13.5％）

総務費
10.0％
（8.6％）民生費

15.1％
（12.6％）

衛生費
5.8％

（3.5％）

農林
水産費
3.3％

（3.1％）

商工費
27.1％

（35.9％）土木費
5.6％

（5.4％）

※カッコ内は令和３年度予算歳出の構成比
【歳出（目的別）】

地方特例
交付金等
1.2％

県税1088億円増、地方交付税は3866億円減

■
大
学
な
ど
専
門
機
関
と
連

携
し
た
感
染
症
対
策
機
能
の

強
化

■
県
感
染
情
報
共
有
化
シ
ス

テ
ム
の
本
格
運
用
で
保
健
所

設
置
市
も
含
む
全
県
デ
ー
タ

の
共
有

■
宿
泊
療
養
施
設
の
確
保

令和４年度県当初予算一般会計の概要

コロナ対策最優先課題に

当初予算当初予算
一般会計一般会計 2兆3833億円を計上2兆3833億円を計上

（
16
施
設
）、
酸
素
供
給
装
置

な
ど
の
医
療
ケ
ア
体
制
の
整

備■
民
間
人
材
や
応
援
職
員
を

含
め
た
人
員
体
制
の
充
実
で

保
健
所
な
ど
の
体
制
整
備

■
感
染
拡
大
傾
向
時
に
希
望

者
に
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
高

齢
者
施
設
従
事
者
に
無
料
検

査■
県
独
自
の
大
規
模
接
種
会

場
を
設
置
、
市
町
の
集
団
接

種
会
場
へ
の
医
療
従
事
者
派

遣■
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金

の
支
給　

な
ど

新
年
度
県
当
初
予
算
・
主
な
事
業

新
年
度
県
当
初
予
算
・
主
な
事
業

新
年
度
県
当
初
予
算
・
主
な
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

■
若
者
が
起
業
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
を
学
ぶ
「
ひ
ょ
う
ご
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ア
カ
デ
ミ
ー

（
仮
称
）」
の
開
設

■
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
取
り

組
む
中
小
企
業
の
「
推
進
宣

言
」
を
登
録
し
て
支
援

産
業
競
争
力
の
強
化
、人
材
の
確
保
・
育
成

産
業
競
争
力
の
強
化
、人
材
の
確
保
・
育
成

■
商
店
街
活
動
に
意
欲
を
持

つ
若
者
や
女
性
に
空
き
店
舗

で
の
新
規
出
店
を
支
援

■
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活

用
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

拠
点
づ
く
り

■
中
小
企
業
の
制
度
融
資
の

運
用
で
５
千
億
円
確
保

■
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
・
定
着

ま
で
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
セ
ン
タ
ー
を
設
置

■
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
の
設
計
・
工
事

費
を
補
助　

な
ど

農
林
水
産
業
の
さ
ら
な
る
振
興

農
林
水
産
業
の
さ
ら
な
る
振
興

■
小
規
模
産
地
の
出
荷
市
場

を
関
西
圏
に
拡
大
し
県
産
品

の
流
通
を
増
加

■
小
規
模
産
地
に
よ
る
規
模

拡
大
に
対
し
、
農
業
機
械
な

ど
の
購
入
経
費
を
補
助

■
麦
・
大
豆
・
飼
料
用
米
な

ど
に
転
換
す
る
農
業
者
を
支

援■
学
校
給
食
に
お
け
る
県
産

食
材
の
供
給
拡
大

■
但
馬
牛
改
良
手
法
に
ゲ
ノ

ム
情
報
解
析
を
取
り
入
れ
て

良
質
な
但
馬
牛
を
増
頭

■
施
設
の
木
質
化
に
要
す
る

経
費
支
援
の
対
象
施
設
を
病

院
や
商
店
街
な
ど
多
数
利
用

施
設
に
も
拡
充

■
林
地
残
材
の
活
用
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
検
討
・
確
立

　

な
ど

土
山
駅
北
側
・
天
満
大
池
バ
イ
パ
ス
等
の
整
備

土
山
駅
北
側
・
天
満
大
池
バ
イ
パ
ス
等
の
整
備


